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火川の年輪
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伊豆大島火山の南西麓近くの道路切割リで見られるこの美しい火山砂

層物の累層は地学者のみならず一般観光客の目をひく.露頭に近づ

いてこの波状の縞模様をよく観察してみるとそれぞれの縞は粗粒なス

コリアとそれを覆う褐色に風化した火山灰のセットからなることがわか

る.このような目で見ると写真に写っている範囲内だけでも100枚

をこえる火11僻屑物の層を数乏ることができる.放射性炭素による炭

質物の絶対年令の測定や古記録に残っている火山活動経過とその堆積

物との比較などから粗粒恋スコリアは数ケ月で積りその後数年間紬

粒の火山灰が降下しおよそ100年から200年間の活動休止期に当時の地

表面から風化が進んだという歴史がたどれる.このような様式の火山

活動がリズミックに起こったらLV'.この切害11りには今から1･2万

年前から現在に至るまでの大島火I山の成長の“年輪"が刻まれている.

波状の縞模様はもとの地形の起伏に沿って火μ僻屑物が降下'堆積して

生じたもので擢曲構造ではない1写真中央に見られる･不整合･はきわ

めて局部的でありかつその凹所に斜層理を示す火山砂礫が堆積してい

ることから軟弱な火山砕屑物が“豪雨"によって短時間の内に削られて

生じた浸食面である.このような“不整合"は切割りの右端にも見られ

る､(文一色直記写真正井義郎)�


